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水
野
篤
行 

昨
年
の
六
月
一
日
、
城
北
学
園
で
行
わ
れ
た
城
北
学
園
同
窓
会
総
会
と
懇
親
会
に 

久
々
に
出
席
し
、
会
場
で
一
期
生
の
友
人
と
も
久
し
ぶ
り
に
会
い
、
歓
談
す
る
こ
と 

が
で
き
た
。 

私
の
自
宅
か
ら
城
北
学
園
ま
で
は
、
地
下
鉄
丸
の
内
線
の
東
高
円
寺
駅
前
で
新
宿 

―
板
橋
の
バ
ス
に
乗
れ
ば
直
行
で
き
て
便
利
で
あ
る
。
バ
ス
停
（
小
茂
根
）
と
学
園 

の
間
に
石
神
井
川
を
越
え
る
橋
が
あ
る
。
橋
上
か
ら
眺
め
る
と
、
川
の
周
辺
に
は
昔 

日
の
風
物
が
残
っ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
の
田
園
の
一
端
が
見
ら
れ
、
城
北
中
在
学
時 

を
懐
か
し
く
思
い
だ
し
た
。
こ
の
川
は
在
学
中
、
城
北
の
校
庭
か
ら
ほ
ど
近
く
に
見 

え
た
も
の
で
あ
る
。 

昨
秋
の
あ
る
日
、
新
宿
に
出
た
つ
い
で
に
市
ヶ
谷
ま
で
行
き
、
左
内
坂
を
往
復
し 

て
み
た
。「
城
北
一
期
の
会
」
を
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
で
行
う
た
び
に
、
一
年
生 

時
代
に
通
学
の
都
度
お
世
話
に
な
っ
た
左
内
坂
の
入
口
を
窓
越
し
に
見
下
ろ
し
て
、 

懐
旧
の
念
に
か
ら
れ
て
い
た
。
坂
は
都
内
で
も
指
折
り
の
た
い
へ
ん
な
急
坂
で
、
上 

る
の
は
、
八
五
歳
の
身
に
は
た
い
へ
ん
き
つ
か
っ
た
。
元
気
な
一
年
生
時
代
に
は
、 

登
校
の
都
度
の
急
坂
上
り
を
全
く
も
の
と
も
思
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

私
は
、
小
学
校
か
ら
中
学
―
大
学
時
代
を
通
じ
て
、
東
急
線
の
田
園
調
布
駅
か
ら 

徒
歩
七
―
八
分
の
距
離
、
多
摩
川
に
近
い
台
地
の
へ
り
近
く
に
住
ん
で
い
た
。
多
摩 

川
の
低
地
に
下
り
て
い
く
坂
道
の
途
中
に
高
さ
一
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
崖
に
黄
白
色 

の
地
層
が
現
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
見
る
た
び
に
、
ど
ん
な
も
の
な
の
か
？ 
ど
の
よ 

う
に
し
て
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
？ 

ま
た
田
畑
の
低
地
と
住
宅
地
の
台
地
は
ど
の
よ 

う
に
し
て
で
き
た
の
か
？ 

と
関
心
を
持
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
大
学
入
学
時
か
ら 

現
在
ま
で
六
十
年
以
上
と
な
る
私
の
地
質
学
と
の
関
わ
り
合
い
の
端
緒
で
あ
っ
た
。 

五
十
一
年
三
月
に
大
学
の
理
学
部
地
質
学
科
を
卒
業
、
五
三
年
一
二
月
に
通
産
省 

地
質
調
査
所
（
現 

つ
く
ば
市
の
産
総
研
地
質
調
査
総
合
セ
ン
タ
ー
）
に
入
所
。 

以
降
約
三
十
年
間
に
わ
た
る
同
所
で
日
本
列
島
の
地
質
の
成
り
立
ち
に
関
す
る
研 

究
を
始
め
る
こ
と
に
な
る
。
七
十
年
台
後
半
の
五
年
間
に
は
調
査
船
に
乗
っ
て
、
毎 

年
六
十
日
間
の
中
部
太
平
洋
底
の
海
底
調
査
を
行
っ
た
。 

そ
の
後
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
国
の
海
洋
地
質
調
査
に
対
す
る
技
術
協
力
、
中
国
の
青
島 

海
洋
地
質
研
究
所
で
の
集
中
講
義
な
ど
の
国
際
的
な
研
究
協
力
・
交
流
活
動
や
、
国 

内
の
大
学
で
の
海
洋
地
質
学
に
関
す
る
講
義
な
ど
を
頻
繁
に
行
う
機
会
に
恵
ま
れ
た
。 

地
質
調
査
所
在
勤
中
の
あ
る
日
、
同
所
の
先
輩
の
山
口
大
学
教
授
か
ら
突
然
電
話 

が
入
り
、「
定
年
退
職
後
、
後
任
を
頼
み
た
い
」
と
の
話
。
東
京
か
ら
は
遠
地
で
あ 

る
が
転
出
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
後
の
愛
媛
大
学
時
も
含
め
て
十
三
年
間
に
わ
た 

っ
て
西
日
本
で
の
単
身
生
活
を
送
る
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
、
そ
の
と
き
夢
に
も
思
っ 



て
な
か
っ
た
。 

八
十
五
年
四
月
に
山
口
大
学
理
学
部
地
質
鉱
物
学
科
に
移
り
、
地
質
学
関
係
の
講 

義
と
進
級
論
文
・
卒
業
論
文
の
指
導
も
す
る
こ
と
に
な
る
。 

 

八
十
八
年
の
夏
、
中
国
の
北
京
で
国
際
研
究
集
会
が
あ
っ
た
。
家
内
同
伴
で
出
席
。 

集
会
の
あ
と
、
チ
ベ
ッ
ト
の
地
質
見
学
旅
行
が
あ
り
、
観
光
を
兼
ね
て
参
加
。
ラ
サ 

市
に
着
い
た
晩
、
ホ
テ
ル
で
就
寝
中
に
家
内
が
意
識
不
明
と
な
っ
て
、
直
ち
に
市
内 

の
陸
軍
病
院
に
搬
送
さ
れ
、
脳
梗
塞
で
「
こ
の
数
日
が
生
死
の
境
目
」
と
診
断
さ
れ 

た
が
、
幸
い
生
還
で
き
た
。 

家
内
が
ラ
サ
市
で
入
院
中
に
、
同
市
に
滞
在
し
て
い
た
地
質
仲
間
の
研
究
グ
ル
ー 

プ
と
ホ
テ
ル
で
偶
然
会
う
。
た
び
た
び
の
雑
談
を
楽
し
ん
で
い
た
が
、
帰
国
で
同
市 

を
離
れ
る
前
夜
、「
愛
媛
大
学
に
来
て
も
ら
い
た
い
が
ど
う
か
」
と
の
話
が
突
然
飛 

び
出
し
た
。
帰
国
後
、
そ
の
話
を
受
け
る
こ
と
と
し
、
翌
年
三
月
下
旬
に
、
瀬
戸
内 

海
を
南
に
渡
っ
て
松
山
市
の
愛
媛
大
学
理
学
部
に
移
っ
た
。 

松
山
市
で
の
日
常
生
活
、
大
学
生
活
も
山
口
の
時
と
ほ
ぼ
同
様
。 

あ
る
日
突
然
、（
故
）
成
澤
博
夫
君
か
ら
「
松
山
に
来
て
い
る
」
と
の
電
話
が
入 

り
、
そ
の
夕
、
瀬
戸
内
海
の
魚
料
理
で
久
し
ぶ
り
の
会
食
を
楽
し
ん
だ
。 

愛
媛
大
学
を
定
年
退
職
後
、
日
本
地
質
学
会
の
事
務
局
長
を
委
嘱
さ
れ
、
約
十
年 

間
に
わ
た
っ
て
、
そ
の
責
務
を
果
た
し
た
。
そ
の
間
、
若
手
の
研
究
者
と
様
々
に
交 

流
で
き
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
ま
こ
と
に
有
意
義
で
あ
っ
た
。 

最
近
で
は
、
齢
も
齢
、
地
質
学
の
研
究
は
完
全
に
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
る
が
、
以
前 

か
ら
日
本
地
質
学
会
か
ら
依
頼
さ
れ
て
引
き
受
け
て
い
る
地
質
学
用
語
辞
典
の
編
集 

作
業
を
遅
々
と
し
て
進
行
さ
せ
て
会
員
に
迷
惑
を
か
け
、
時
折
、
学
会
仲
間
と
メ
ー 

ル
連
絡
し
て
い
る
昨
今
で
あ
る
。
ま
た
趣
味
と
し
て
、
広
く
は
な
い
庭
で
バ
ラ
い
じ 

り
を
楽
し
ん
で
い
る
。 

最
後
に
、
私
は
、
地
質
学
の
範
囲
内
で
は
あ
る
が
か
な
り
の
程
度
に
偶
然
に
支
配 

さ
れ
な
が
ら
、
あ
ち
こ
ち
動
い
て
き
た
と
い
う
感
じ
で
あ
る
。 

       


